
 

 

 

 

 

首相の伊勢神宮参拝に対して抗議する 

内閣総理大臣 石破 茂 様 

  

 私たち日本キリスト教協議会(ＮＣＣ)靖国神社問題委員会は、２０２４年 12

月２日付で、内閣総理大臣と閣僚らに、年頭の伊勢神宮参拝をしないよう要請

した。しかし石破首相は、２０２５年１月６日昼過ぎに伊勢神宮の御垣内に入

り、閣僚数名と共に参拝を行った。その後、神宮司庁における年頭の記者会見

を行い、「わたしは今、伊勢神宮を参拝してまいりました」「国民の皆さんにと

って今年がすばらしい１年になるよう、日本そして世界の平和と実りを祈っ

た」と語り、政府の代表者としての立場で祈願したことを明確にした。さら

に、首相官邸の HP において伊勢神宮参拝を明記した。  

 伊勢神宮は宗教法人神社本庁の「本宗」であり、皇祖神とされる「天照大

神」を祀る宗教施設である。そこへの参拝は、「国及びその機関は、宗教教育

その他いかなる宗教的活動もしてはならない」と規定している憲法第２０条３

項の「政教分離原則」に違反している。しかも、参拝後に神宮司庁内で政府と

しての公式な年頭記者会見を今年も行ったことによって、伊勢神宮と日本政府

が特別な関係にあるかのような印象を与え、結果として伊勢神宮への特別な配

慮を示した。特に、年頭の会見を伊勢神宮参拝の報告から始めたことは、あた

かもそれが首相としての必須の職務であるかのような印象を与えるものであっ

た。 

 伊勢神宮は靖国神社とともに、かつて日本が犯した侵略戦争と植民地支配推進

の精神的支柱としての役割を果たした。また当時帝国政府は、政府と特別な関係

があるものとして伊勢神宮を国家管理下に置き、天照大神への参拝を全市民に強

要させた。そのような伊勢神宮に首相が参拝することは、国家神道体制や武力に

よる戦争抑止力に依存しようとする一種の軍国主義の復活への意図を想起させ

る行為である言わなければならない。 

以上の理由から、私たち日本キリスト教協議会(ＮＣＣ)靖国神社問題委員会

は、今年も行われた違憲行為である、首相の伊勢神宮参拝に対して強く抗議す

る。また、今後、伊勢神宮や靖国神社その他諸神社への参拝だけでなく、公的

な立場での特定宗教への関わりを一切しないよう、改めて強く求める。  
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